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研修の目的 

非線形システム論に精通した Ogorzalek 教授の元で、非線形ダイナミ

クスの解析に関する研究調査を行い、非線形現象の解析に関する技

術・知識を体得する。また、国外での研究経験を通じて、国際的研

究遂行能力を積むことを目的とする。 

研修の期間 
1 ヶ月（2025 年 5 月 5 日～2025 年 6 月 6 日） 

※6 月 2 日～6 月 6 月は帰学後の実施期間 

研修の実施先 

日程 滞在地 研修実施機関名等（指導教員名） 

2025 年 5 月 5 日

～ 

2025 年 5 月 30 日 

ポーランド 

クラクフ 

Department of Information 

Technologies, Jagiellonian 

University 

(Prof. Maciej Ogorzalek) 

研修の概要 

本研修では、双方向コンバータの 2 ポート特性が有する 2 つの平衡点

の特性および、それらが非線形ダイナミクスに及ぼす影響について、

Ogorzalek 教授の指導を受けながら解析した。特に、非線形写像回路と

しての大域的振舞を中心に検討を行った。また、Ogorzalek 教授の勧め

により、同氏が研究中の量子機械学習の量子回路による実装について、

数値シミュレーションによる動作解析にも取り組んだ。 

研修の成果等 

双方向 DC/DC コンバータの有する非線形 2 ポート特性について、コン

バータの過渡現象を含めたかたちで 2 ポート回路としての制御を行う

基本的な方針を樹立すると共に、理論検討・数値シミュレーションを

実施した。本研修の成果については、追加検討の後に国際会議へ投稿

する予定である。加えて、量子回路による量子機械学習の実装につい

て、シミュレーションによりその振舞を解析し、量子工学に対する知

見を広げると共に、最先端の技術動向を把握することができた。 

そ の 他 

※本海外研修経験に 

よる将来の抱負等 

本研修では、海外で研究生活を送るという大変貴重な経験を得るこ

とができた。4週間という短い期間ではあったものの、ポーランド

での研究・日常生活を通じて英語運用能力を鍛えることができた

が、それと共に更なる向上の必要性を痛感した。今後も国際会議参

加や海外研究者との交流を継続し、国際社会で活躍する研究者を目

指して研究ならびに自己研鑽に励みたい。 


